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毎朝、起床後に確認していること 

・NY株式市場 
・米10年債と欧州長期債の動き 
・要人発言 
・チャート 
 
 



「NY株式市場」でチェックしている主なポイント 

高値安値と株式が動いた材料 

「米10年債」でチェックしている主なポイント 

米10年債利回りの動きと動いた材料 
欧州長期債の利回りの動きと動いた材料 



「要人発言」でチェックしている主なポイント 

経済的な発言と政治的な発言をわけて確認してい
る。どの発言でどんな値動きをしたのかを５分足を
元に振りかえる。 

＜NY株式・米債・欧州債・要人発言はニュースでチェック＞ 



「チャート」でチェックしている主なポイント 

・ドル円・ユーロ円・ユーロドルの高値安値のチェック 
・チャートの形状 
・サポートレジスタンスの確認 
・短期投機筋のポジションの傾き＆動向 
  
（日足→時間足→5分足の順番に確認） 
 
 



チャート例：高値安値・チャートの形状・サポートレジスタンスを確認 



相場観の立て方① 

一通り情報収集をしたあとは、 
これまでのマーケットが何をしたかった
のか。それは成功したのか、失敗したの
か、を想像する。相場のセンチメントを
読み取ることで、相場の方向性を予測
します。 
 



チャート例：これまでのマーケットが何をしたかったのかの確認。 



相場観の立て方② 

ポジションの傾きがどっちなのか。 
売りポジションがたまっているのか、 
買いポジションがたまっているのか。 
 
（例えば、売りポジションがたまっているのであれば、上値を
切り上げていく動きになると損切りの買い決済が集中し、 
一気に相場水準が上昇することが多い。） 



チャート例：短期投機筋のポジションの傾き＆動向の確認。 



マーケットナビにアップ 




